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東
日
本
大
震
災
の
影
響

で
、
被
災
地
域
の
求
人
数
が

減
少
す
る
な
ど
の
環
境
下
、

地
元
で
の
就
職
活
動
が
例
年

に
比
べ
て
厳
し
い
状
況
に
な

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
学

で
は
学
生
の
就
職
活
動
の
支

援
を
強
化
す
る
た
め
、
専
修

大
学
の
就
職
支
援
シ
ス
テ
ム

を
新
た
に
本
学
向
け
シ
ス
テ

ム
と
し
て
導
入
し
た
。
こ
れ

は
㈱
日
立
製
作
所
の
協
力
に

よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
、

１０
月
１
日
か
ら
稼
働
し
て
い

る
。専

大
に
は
就
職
支
援
シ
ス

テ
ム
「
Ｓ-

ｎ
ｅ
ｔ
」
が
導

入
さ
れ
て
お
り
、
学
生
ご
と

の
相
談
情
報
の
電
子
化
、
情

報
の
共
有
に
よ
っ
て
き
め
細

か
な
相
談
業
務
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
と

同
等
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、

石
巻
専
修
大
学
就
職
支
援
シ

ス
テ
ム
「
Ｉ
Ｓ-

ｎ
ｅ
ｔ
」

と
し
て
導
入
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
両
大
学

の
就
職
支
援
を
担
当
す
る
職

員
は
、
相
互
に
本
学
学
生
の

相
談
履
歴
や
求
職
票
を
シ
ス

テ
ム
経
由
で
参
照
す
る
こ
と

が
で
き
、ま
た
、各
キ
ャ
ン
パ

ス
か
ら
随
時
情
報
を
更
新
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
首
都
圏
で
就

職
活
動
を
行
う
本
学
の
学
生

に
対
し
て
、

両
大
学
の
就

職
支
援
担
当

者
が
学
生
一

人
ひ
と
り
の

こ
れ
ま
で
の

就
職
活
動
の

経
緯
を
踏
ま

え
た
う
え
で

就
職
相
談
に

応
じ
た
り
、

情
報
提
供
を

行
う
こ
と
が

で
き
、
学
生
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
と

な
る
。

「
２
０
１
１
石
鳳
祭
」
が

秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
１０
月

８
、
９
の
両
日
に
開
催
さ

れ
、
多
く
の
市
民
が
訪
れ

た
。
２２
回
目
の
開
催
と
な
る

今
回
は
震
災
で
被
害
を
受
け

た
石
巻
を
「
助
け
た
い
、
支

え
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、

復
興
支
援
に
な
る
よ
う
に
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
に
重
点
を
置
い

た
大
学
祭
と
な
っ
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
前
進

全
礼
」。「
前
を
向
い
て
進
む
、

前
を
向
い
て
頑
張
る
。
そ
し

て
、
復
興
に
協
力
し
て
く
れ

た
人
々
に
感
謝
す
る
」
と
い

う
意
味
が
込
め
ら
れ
た
。

メ
ー
ン
会
場
で
は
け
ん
玉

な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の

ほ
か
、
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
を

開
催
。
ま
た
、
ミ
ス
石
鳳
コ

ン
テ
ス
ト
で
は

川
畑
彩
花
さ
ん

（
経
営
２
・
宮

城
県
聖
和
学
園

高
）
が
栄
冠
に

輝
い
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
学
生
が
開

く
模
擬
店
や
サ

ー
ク
ル
に
よ
る

企
画
展
示
に
加

え
、
地
域
の
地

場
産
品
を
販
売

し
て
い
る
地
場
産
品
フ
ェ
ア

な
ど
も
行
わ
れ
、
例
年
以
上

の
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
。

ま
た
、
復
興
支
援
を
目
的

と
し
た
企
画
も
２
日
間
に
わ

た
り
行
わ
れ
た
。

中
庭
で
は
、
育
友

会
が
㈱
石
巻
青
果

お
よ
び
㈱
石
巻
花

卉
園
芸
と
コ
ラ
ボ

し
た
特
別
企
画

「
石
巻
青
果
花
き

地
方
卸
売
市
場
」

を
実
施
。
来
場
者

に
新
鮮
な
野
菜
や

果
物
、
花
な
ど
を

大
特
価
で
販
売
し

た
。教

室
で
は
、
本

学
と
㈳
大
阪
青
年
会
議
所
と

が
連
携
し
、
「
東
北
の
子
ど

も
た
ち
に
笑
顔
を
！
」
展
示

会
を
開
催
し
、
支
援
活
動
の

様
子
を
撮
影
し
た
写
真
や
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
展
示
の
ほ
か
、

来
場
し
た
子
ど
も
た
ち
に
絵

本
の
配
布
な
ど
を
行
っ
た
。

９
日
に
は
甲
斐
よ
し
ひ
ろ

さ
ん
、
仙
台
市
出
身
・
在
住

の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

ー
Ｒ
ａ
ｋ
ｅ
さ
ん
の
ラ
イ
ブ

も
あ
り
、
大
い
に
盛
り
上
が

っ
た
。

ま
た
、
８
日
に
は
「
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
（
卒
業
生

の
集
い
）
２
０
１
１
」
が
開

催
さ
れ
た
（
詳
報
は
本
紙
１１

月
号
に
掲
載
）。

「
Ｉ
Ｓ
奨
学
研
究
員
」
の

研
究
発
表
会
が
９
月
７
日
、

森
口
記
念
館
で
行
わ
れ
、
１０

年
度
の
研
究
員
で
あ
る
本
学

の
教
員
ら
が
研
究
の
成
果
を

報
告
し
た
。

Ｉ
Ｓ
奨
学
研
究
員
は
石
巻

信
用
金
庫
が
地
域
貢
献
に
向

け
た
研
究
に
取

り
組
む
若
手
研

究
者
を
支
援
し

よ
う
と
１
９
９

５
年
度
か
ら
始

め
た
も
の
。
こ

の
日
は
１１
年
度

の
奨
学
研
究
費

と
し
て
１
０
０

万
円
が
本
学
に

贈
呈
さ
れ
た
。

発
表
会
に
先

立
ち
、
石
巻
信

金
の
吉
田
浩
専

務
理
事
が
「
震

災
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

い
ま
こ
そ
、
Ｉ
Ｓ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
活
性
化
し
た
い
。
地

域
に
と
っ
て
大
学
は
頭
脳
、

信
金
は
心
臓
。
一
丸
と
な
っ

て
地
域
に
貢
献
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
理
工
学
部
の
鈴

木
英
勝
准
教
授
の
特
別
講
演

で
は
、
石
巻
地
域
の
復
興
の

象
徴
と
し
て
ア
カ
ザ
ラ
ガ
イ

を
市
場
に
出
荷
す
る
体
制
を

整
え
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し

た
。研

究
発
表
で
は
、
川
村
暁

理
工
学
部
講
師
の
ほ
か
、
秋

葉
文
弘
さ
ん
、
高
瀬
清
美
さ

ん
、
小
松
仁
さ
ん
の
３
人
の

研
究
員
（
い
ず
れ
も
理
工
学

研
究
科
生
命
環
境
科
学
専

攻
）
が
そ
れ
ぞ
れ
１
年
間
の

研
究
成
果
を
発
表
し
た
。

震
災
後
、
新
た
に
結
成
さ

れ
、
活
動
を
行
っ
て
い
る
３

つ
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ー
ク
ル
の
「
団
結
式
」
が
９

月
１３
日
、
本
学

で
行
わ
れ
た
。

参
加
団

体

は
、
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
「
ネ
ク
ス

ト
」
、
復
興
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
サ

ー
ク
ル
「
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ
」
、
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

サ
ー
ク
ル
「
ゆ
い

ま

ー

る
」
。

式
で
は
、
坂
田
隆
学
長
の

あ
い
さ
つ
に
続
き
、
大
学
か

ら
各
サ
ー
ク
ル
に
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
が
贈
呈
さ
れ
た
。㈳
「
ピ

ー
ス
ボ
ー
ト
」
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事

の
山
本
隆
氏
の
講
演
も
あ

り
、
今
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
進
め
て
い
く
上
で
ヒ

ン
ト
と
な
る
話
題
が
い
く
つ

も
提
供
さ
れ
た
。
各
サ
ー
ク

ル
は
こ
れ
か
ら
も
新
規
部

員
の
獲
得
に
努
め
、
さ
ら
に

活
動
を
活
発
化
さ
せ
て
い

く
。

情
報
電
子
工
学
科
の
原
口

和
也
助
教
が
、
９
月
１５
、
１６

の
両
日
、
神
戸
市
の
甲
南
大

学
で
開
催
さ
れ
た
㈳
日
本
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

ズ
・
リ
サ
ー
チ

（
Ｏ
Ｒ
）
学
会

の
秋
期
研
究
発

表
会
で
、
論
文

賞
と
事
例
研
究

賞
を
同
時
受
賞

し
た
∥
写
真
。

い
ず
れ
も
原
口

助
教
の
「
湖
水
観
測
地
点
の

配
置
問
題
」
に
関
す
る
研
究

が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

滋
賀
県
琵
琶
湖
環
境
科
学

研
究
セ
ン
タ
ー
（
大
津
市
）

と
共
同
で
進
め
ら
れ
た
本
研

究
で
は
、
こ
の
問
題
を
「
最

適
化
問
題
」
と
呼
ば
れ
る
数

学
の
問
題
と
み
な
し
て
そ
の

解
法
を
設
計
し
、
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
結
果
に
基
づ
い

て
観
測
地
点
の
配
置
に
関
す

る
新
し
い
提
案
を
行
っ
た
。

論
文
賞
は
、
同
学
会
の
論

文
誌
に
過
去
１
年
間
に
掲
載

さ
れ
た
論
文
の
う
ち
、
最
も

優
れ
た
論
文
１
編
に
対
し
て

与
え
ら
れ
る
。
今
年
か
ら
創

設
さ
れ
た
賞
で
、
原
口
助
教

は
記
念
す
べ
き
第
１
回
の
受

賞
者
と
な
っ
た
。
事
例
研
究

賞
は
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ

・
リ
サ
ー
チ
の
優
れ
た
事
例

研
究
に
対
し
て
与
え
ら
れ

る
。

２
０
１
１
年
度
み
や
ぎ
県

民
大
学
「
石
巻
専
修
大
学
開

放
講
座
」
が
９
月
３０
日
か
ら

始
ま
っ
た
。
今
回
は
「
復
興

の
道
標
」
を
テ
ー
マ
に
１０
月

２７
日
ま
で
、
全
５
回
に
わ
た

り
、
講
義
が
行
わ
れ
る
。

初
回
に
は
約
８０
人
の
受
講

生
が
参
加
。
若
月
昇
大
学
開

放
セ
ン
タ
ー
長
（
理
工
学
部

教
授
）
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
理
工
学
部
の
土
屋
剛
教

授
が
「
牡
鹿
の
シ
カ
、
小
国

の
ク
マ
、
そ
し
て
、
ヒ
ト
の

骨
の
未
来
」
と
題
し
て
講

義
。
自
然
と
動
物
の
共
生
の

様
子
や
、
学
生
と
の
共
同
研

究
の
成
果
な
ど
を
交
え
、
ヒ

ト
の
骨
の
未
来
に
つ
い
て
論

じ
た
。

訂
正

９
月
号
８
面

「
石
巻
発

復
興

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト

P
r
i
d
e

o
f

J
a
p
a
n

に
協

力
」
の
記
事
で
、
雜
賀
日
出

夫
さ
ん
の
ふ
り
が
な
「
ざ
つ

が
」
は
「
さ
い
か
」
の
誤
り

で
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

学学
生生
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
がが
団団
結結
式式

▲ ミス石鳳コンテスト

▲ 講義する土屋教授

大学開放講座が開講
「復興の道標」テーマに

参
加
３
サ
ー
ク
ル
に

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
贈
呈

復
興
へ
尽
力
の
人
々
に
感
謝
を
込
め
て

２０１１「石鳳祭」開催

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
も
開
く

▲ 佐々木万亀夫学生部長から

ユニフォームが手渡された

テーマは「前進全礼」

▲ 秋晴れの下、多くの市民が訪れた

▲ 人気もののセンディも登場

Ｉ
Ｓ
奨
学
研
究
員
が

研
究
成
果
を
発
表

情
報
電
子
工
学
科
・
原
口
助
教

◀

石
巻
専
大
就
職
支
援
シ
ス
テ
ム

「
Ｉ
Ｓ
｜
ｎ
ｅ
ｔ
」の
画
面

就
職
支
援
シ
ス
テ
ム
を
強
化

日
本
Ｏ
Ｒ
学
会
か
ら
論
文
賞
と

事
例
研
究
賞
を
ダ
ブ
ル
受
賞

首
都
圏
で
の
活
動
向
け
に

専
修
大
学
と
連
携

▶

研
究
の
成
果
を
発
表
す
る
高
瀬
さ
ん
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